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◎
ご
挨
拶

平
成
2
6
年
「
「
月
よ
り
、
黒
部
市
議

会
議
員
と
し
て
の
任
期
が
始
ま
り
半
年
が

経
過
い
た
し
ま
し
た
。

皆
様
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
期
待
に
、

身
も
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

信
託
い
た
だ
き
ま
し
た
4
年
間
、
現
在

の
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、
黒
部
市
に
住
ん
で
良

か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
と

思
え
る
よ
う
な
地
域
に
な
る
よ
う
に
多
く

の
意
見
を
吸
い
上
げ
て
市
政
に
届
け
て
い

き
ま
す
。

成
川

正
幸
(
な
り
か
わ

ま
き
ゆ
き
)

北陸新幹線黒部宇奈月駅周辺施設等完成式

◎
市
議
会
議
員
の
役
割
を
し
っ
か
り

と
意
識
し
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
(
議
員
の
仕
毒
と
は
)

「
 
。
市
民
か
ら
出
さ
れ
た
、
市
の
仕
事
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圏四囲

4.部面酉巨富‾

う。人口紗時代のまちづく。

6。災害-こ強いまちづく。

7。勘き場所のあるまちづく。一章由も窒るまちづく。

で
「
-
三
つ
し
て
ほ
し
い
」
と
思
っ
て
い

る
願
い
や
意
見
を
聞
き
、
市
民
と
行

政
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
意
見
を
市

政
に
反
映
さ
せ
る
。

詑薬袋深耕
之〇億脚たいと思えるまちづく。
ろ.珂安全揚幕ちづく。

4。割高基盤の聾憶一管置iくり

と生活ができ

2
“
行
政
の
取
組
を
調
査
し
、
市

民
生
活
か
よ
り
良
い
方
向
に
な

る
よ
う
に
市
へ
働
き
掛
け
る
。

3
“
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
お
金

8〇滴き活き

の
使
い
方
や
き
ま
り
(
ル
ー
ル
)

な
ど
の
説
明
を
聞
き
、
そ
の
内

容
が
本
当
に
わ
た
し
た
ち
市
民

の
た
め
に
な
る
の
か
ど
う
か

を
審
議
(
チ
ェ
ッ
ク
)
す
る
。

平
成
2
7
年
度
予
算

一
般
会
計

2
2
0
億
4
′

3
0
0
万
円

特
別
会
計

6
3
傍
ら
′

与
9
3
万
円

(
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、

牧
場
事
業
な
ど

計
7
事
業
)

企
業
会
計

2
の
ぶ
億
8
、
午
6
吉
万
円

(
病
院
、
水
道
、
下
水
道
事
業
)

合
計4

9
0
億
9
′

3
5
8
万
円

◎
起
債
残
高
と
交
付
税
措
置
見
込
額

(
平
成
2
7
年
度
末
)

①
借
入
現
在
高
見
込

3
1
5
億
2
。
3
6
2
万
円

②
交
付
税
措
置
見
込

2
0
3
億
4
′

7
8
8
万
円

③
純
粋
な
黒
部
市
の
借
金

「
「
十
億
7
′

5
7
4
万
円

(
①
-
②
)

富山県首都圏本部で東京の情勢をお伺いしました!



【
黒
部
市
議
会
一
般
個
人
質
問
】

【
1
2
月
定
例
会
】

住
民
が
地
域
に
誇
り
と
安
心
し
て
、

ま
た
子
ど
も
た
ち
が
夢
を
持
っ
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
質
問
を
行
い
ま
し

た
。

1
.
立
山
黒
部
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
に
つ
い
て

間

ふ
る
さ
と
教
育
に
つ
い
て
、
学
校
"

生
涯
学
習
の
取
り
組
み
。

答

小
学
校
5
"
6
年
生
を
中
心
に
配
布

済
み
の
り
-
フ
レ
ッ
ト
「
も

も
っ
と
学
ぼ
う
。
古
郡

る
さ
と
富
山
の

と
知
ろ
う
。

0
0
m
ふ

用
し
て
、

豊
か
な
自
然
の
再
認

今
後
も
歴
史
民
俗
資

っ
て
い
る
。

展
な
ど

吉
田
科
学
館
に
お
い
て

を
計
画
し
て
い
る
。
学

の
開
催

て
も
総

合
的
な
学
習
の
時
間

体
験
活
動
等
の
諸
活

タ
リ
ウ
ム

刻
梱
-
ク

の
視
点
も
重
ね
て
「
ふ

な
児
童
生
徒
の
育
成
に
一
燭

り
た
い
。

/
/

答

ジ
オ
パ
ー
ク
を
学
ぶ
こ
と
は
J
防
災

や
減
災
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と

考
え
て
い
る
。
今
後
、
講
演
等
に
は
、
積

極
的
に
各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
に
も
、
参

加
を
呼
び
か
け
、
防
災
意
識
の
醸
成
に
活

か
す
と
と
も
に
、
講
演
会
等
に
お
い
て
習

弼
評
議
窮
韓

得
し
た
知
識
を
防
災
訓
練
や
出
前
講
座
に

活
用
し
て
い
き
た
い
。

間

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
を
自
治
体
内
の
各

課
横
断
型
で
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答

自
治
体
組
織
内
部
と
し
て
横
断
的
に

対
応
す
る
部
分
も
重
要
と
な
る
の
で
、
「
ま

ち
づ
く
り
戦
略
推
進
会
議
」
等
に
お
い
て

議
論
し
な
が
ら
、
既
存
事
業
に
ジ
オ
パ
ー

ク
の
理
念
を
取
り
入
れ
、
積
極
的
に
施
策

へ
の
活
用
を
進
め
て
い
き
た
い
。

間

ジ
オ
パ
ー
ク
支
援
自
治
体
と
し
て
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

産
業
や
教
育
な
ど
の
施
策
に
ジ
オ
ー

ク
の
特
長
を
活
か
し
て
い
く
と
と
も
に

「
黒
部
市
地
域
観
光
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
エ
リ

ア
全
体
の
玄
関
口
"
拠
点
施
設
と
し
て
整

備
す
る
ほ
か
、
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

事
務
局
へ
の
人
的
支
援
を
強
化
す
る
な
ど

「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
」
に
向
け
て
最
大

限
努
力
し
て
い
き
た
い
。

2
.
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
つ
い
て

問

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
合
宿
誘
致
を
。

答

世
界
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
る
こ
と
は
地

域
が
活
性
化
す
る
と
と
も
に
、
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
大
き
な
夢
と
感
動
を

与
え
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
発
展
に

も
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

本
市
は
、
北
陸
新
幹
線
開
業
で
東
京
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
良
く
な
る
事
か
ら

条
件
が
合
え
ば
合
宿
地
と
し
て
の
役
割
を

十
分
に
果
た
せ
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
応
募
要
項
の
内
容
を
吟
味
す
る
と

と
も
に
、
県
や
他
市
町
村
の
動
向
に
も
注

視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ジオパークとは了

「ジオ(geo)」 (ま、地球や大地という意味の接頭語で、

ジオパークとは、科学的に見て特別に重要で貴重な、あ

るいは美しい地質遺産を含む-種の自然公園です。

地質や地形は、地球の歴史を物語っているだけでなく、

人の暮らしや文化に直接結びついています。この大地の

営みをひとつの道産として学び、楽しむのかジオパーク

です。

【
3
月
定
例
会
】

◎
選
ば
れ
る
地
域
を
目
指
し
て
、

光
振
興
と
定
住
〃
移
住
促
進
に

て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

つ

い観

「
。
観
光
振
興
に
つ
い
て

聞

ジ
オ
パ
ー
ク
を
観
光
振
興
に
し
て
は

ど
う
か
。

答

黒
部
"
宇
奈
月
温
泉
観
光
局
が
ジ
オ

パ
ー
ク
の
拠
点
に
な
る
地
域
観
光
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
管
理
す
る
こ
と
で
、
ジ
オ
ツ
ア
ー

の
造
成
、
さ
ら
に
は
現
地
に
足
を
選
ん
で

も
ら
う
た
め
の
案
内
機
能
が
向
上
す
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

聞

観
光
団
体
の
事
業
明
確
化
で
効
率
の

良
い
取
り
組
み
を
し
て
は
ど
う
か
。

答

様
々
な
組
織
"
団
体
の
力
を
結
集
し
、

連
携
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
行

政
は
中
心
と
な
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
や
方
向
性

を
示
し
、
施
設
整
備
を
行
う
。
観
光
局
に
は
、

様
々
な
施
策
や
事
業
が
最
大
限
に
効
果
を

発
揮
す
る
よ
う
に
、
そ
の
推
進
役
"
旗
振

り
役
と
な
る
事
を
期
待
し
て
い
る
。
旅
館

協
同
組
合
や
観
光
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

お
も
て
な
し
力
に
磨
き
を
か
け
る
な
ど
、

常
に
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
を
目
指
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
新
幹
線
開
業
を

契
機
に
地
域
力
を
結
集
し
、
し
っ
か
り
と

し
た
推
進
力
で
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

聞

ふ
る
さ
と
納
税
の
謝
礼
品
に
観
光
商



品
の
導
入
を
し
て
は
ど
う
か
。

答

平
成
2
7
年
度
よ
り
1
0
0
万
円
以

上
の
寄
付
者
に
対
し
て
、
宇
奈
月
温
泉
等

で
の
宿
泊
優
待
を
選
択
肢
に
設
け
る
方
針

で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
「
黒
部
フ
ア
ン
」

に
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
良
い
機
会
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
状
況
を
見
極
め

な
が
ら
検
討
を
加
え
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

「富山くらし・しこと支援セン

ター(東京有楽町)」で、定住・

移住促進などの動向をお伺いし

てきました。

2
“
定
住
"
移
住
促
進
に
つ
い
て

聞

定
住
"
移
住
を
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
発
信
を
強
化
し

て
は
ど
う
か
。

答

本
市
の
自
慢
す
べ
き
特
長
は
も
ち
ろ

ん
、
移
住
判
断
の
基
礎
と
な
る
「
求
人
情

報
」
子
育
て
等
の
「
福
祉
施
策
」
を
は
じ
め
、

「
く
ら
し
た
い
国

富
山
」
の
交
流
サ
イ
ト

「
定
住
"
移
住
体
験
談
」
情
報
と
の
連
携
な

ど
に
よ
り
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
整
理
"
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
定
住
"
移
住
希
望
者

の
皆
様
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
「
観
光
"
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
情

報
」
「
新
幹
線
開
業
に
よ
る
利
便
性
」
「
災

害
が
少
な
い
」
な
ど
の
情
報
を
付
加
し
、

地
域
の
優
位
性
を
高
め
る
よ
う
に
、
総
合

的
な
工
夫
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
て

い
る
。

間

郷
里
会
(
東
京
黒
部
会
他
)
と
の
連
携

を
強
化
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
や
フ
ァ
ン
拡
大
を

進
め
て
は
ど
う
か
。

答

定
期
総
会
等
の
機
会
を
捉
え
、
引
き

続
き
P
R
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
郷
里

会
の
皆
様
方
な
ど
県
外
に
住
ん
で
い
る
方

な
ら
で
は
の
、
黒
部
市
民
が
気
づ
か
な
い

よ
う
な
黒
部
の
凄
い
と
こ
ろ
、
素
敵
な
と

こ
ろ
を
情
報
発
信
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

今
後
と
も
連
携
を
深
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問

情
報
イ
ン
フ
ラ
と
公
共
施
設
吾
⊥
耳

の
整
備
の
状
況
は
。

答

整
備
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
「
選
ば
れ

る
ま
ち
」
で
あ
る
た
め
の
重
要
な
条
件
の

一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
、

携
帯
電
話
に
つ
い
て
は
、
主
要
キ
ャ
リ
ア

3
社
と
も
、
市
内
可
住
地
は
、
ほ
ぼ
1
0

0
%
カ
バ
ー
し
て
お
り
、
今
後
は
県
内
有

数
の
観
光
地
で
あ
り
な
が
ら
不
惑
地
帯
と

な
っ
て
い
る
黒
部
峡
谷
鐘
釣
"
黒
薙
両
エ

リ
ア
カ
バ
ー
が
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
公
共
施
設
喜
-
[
山
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
あ
い
の
風
黒
部
"
生
地
駅
、

新
幹
線
駅
周
辺
の
地
域
観
光
ギ
ャ
ラ
リ
ー

や
地
銀
新
黒
部
駅
な
ど
を
整
備
、
秋
完
成

予
定
の
新
黒
部
庁
舎
で
も
行
政
棟
で
階
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
付
近
と
4
階
の
議
場

周
辺
、
交
流
棟
2
階
の
カ
フ
ェ
を
含
む
市

民
利
用
ス
ペ
ー
ス
付
近
で
予
定
し
て
い
る
。

間

移
住
者
に
選
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
黒

部
市
と
し
て
他
地
域
に
な
い
強
み
は
何
か
。

答

豊
か
な
自
然
や
食
と
文
化
"
産
業
活

動
が
あ
り
ま
す
。

施
策
に
お
い
て
も
「
住
環
境
関
連
制
度
」

「
子
育
て
"
教
育
環
境
の
充
実
」
「
市
民
病

院
の
改
築
」
「
雇
用
機
会
の
確
保
」
な
ど
の

移
住
に
関
す
る
環
境
整
備
を
図
る
と
と
も

に
、
北
陸
新
幹
線
の
開
業
を
契
機
と
し
て

他
の
自
治
体
に
対
す
る
優
位
性
を
訴
え
る

な
ど
、
選
ば
れ
る
都
市
と
し
て
の
事
業
を

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

富山市八尾大長谷地区
クラインガルデン
滞在型市民農園

クラインガルテンとは、ドイツで盛

んな200年の歴史をもつ農地の賃借

制度。日本語に訳すると「小さな庭」

であるが、 「市民農園」もしくは「滞

在型市民農園」とも言われている。

-区画の平均面積は100坪程でラウ

ベと呼ばれる家屋があり、そこで家庭菜園やガーデニングが行われている。別

荘、セカンドハウス感覚で借りる人やグループで借りる人もいる。プチ田舎暮

らし・スローライフをしてみたい人に最適です。参考資料/大長谷.山里だよりHP

間

お
試
し
田
舎
暮
ら
し
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
で
宿
泊
付
市
民
農
園
の
整
備
を
進
め

て
は
ど
う
か
。

答

「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」
「
田
舎
暮
ら
し
」

と
い
っ
た
取
り
組
み
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で

注
目
さ
れ
て
お
り
、
首
都
圏
で
も
田
舎
で

の
暮
ら
し
に
興
味
"
関
心
を
持
つ
人
が
増

え
て
き
て
い
る
と
の
事
で
あ
り
、
本
市
と

し
て
も
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

黒
部
市
語
合
は
今
!

現
在
、
黒
部
市
議
会
で
は
議
会
基
本
条

例
の
1
2
月
制
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

地
方
分
権
が
進
む
中
に
お
い
て
、
市
町

村
が
自
主
的
な
決
定
と
責
任
が
益
々
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

市
長
と
議
会
と
い
う
二
元
代
表
制
の
一

翼
を
担
う
議
会
の
役
割
と
責
任
は
、
以
前

に
比
べ
大
変
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
そ
の
為
、
今
ま
で
あ
い
ま
い
だ
っ

た
部
分
な
ど
を
き
っ
ち
り
取
り
決
め
る
こ

と
や
情
報
公
開
を
推
進
し
て
い
く
な
ど
、

市
民
に
分
か
り
や
す
く
開
か
れ
た
議
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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黒部の魅力を最大限に
待ちlこ待ユ枇陸新幹線が開業しま-したo

今までの経験を活かし

一発揮できるように取り組みま

2唯み続けたいと思えるまちづくり‾
-住摘l丁だ百と思詰め-ぱ「新都地蕗‾
一好きlこなる訂好きになるためには′′知る′′事ですこ

一故郷教育を推進し、一地域愛の精神を育むように取。-

組みます。

弓。-安心"安全なまちづくり

一新幹線開通で他地域から多くの大桐内に入ってくる

_ことが予想されます○○今まで以上に、-交通安全・・醐

の強化に取り組みます0

4。都市基盤の整備

新幹鰯代二〇〇未来を見据えた都市計画が必要ですo

成川まきゆきは寿D続けます月

昨年、日本の人口減少社会が話題になり、

地方創生が始まりました。

私たちの住んでいる黒部市も北陸新幹線が開業し、

首都圏との時間的(こ近くなりました。

交流人口の増加で、人の流れが変わり、私たちの暮らしも

間違いなく変化していきます。

生活環境が変化していくという事は、新しく問題課題が

出てくるという事です。

細面∴■IiIi
臆

" ′ヽ細〃7〇一二〇十〇〇〇_〇二‾-‾ - ‾ ‾ ‾

今、人口減坐が大きく坤ニスアップされています。

私たちの住んでいる黒部市は大丈夫なのでしょうか?

一黒部の未来を見据え=今から考えてい-かなければな。

一ません。-住んでみたいまちづく-りで人口減少時代に‾

_抱える問題に果敢-こ取り組みます。

6。災害に強いまちづく-り

_地域活動の活性化で迅速に情報伝達ができるように-

I基調ニー_ごプリ○○▼〇二二二‾.-‾-‾
‾‾ ‾ ‾ ‾

「生活できる三稼ぐエとができる」-環境整備に努めます。

缶活き活きモ

まちに住んでいる人が 「生きていくための活力を得る」一〇--○○-----〇〇一一・ -
‾

-こと訊地域活固辞とすれば人々が繋がり、

一楽しいことを増やしていける環境づく。に努めます㌻

そういった時だからこそ、讃もが住みやすい、生き心地の良いまち

"社会になるように未来を予測しなから今の暮らしをどうしていくのか、

真剣に考えて行動していかなければいけないと考えています。

今後どんな風になろうと黒部市に住んでいる私たちが先人たちから引き継がれた

地域の誇りと文化のバトンを次の時代(こしっかり渡す。

そういう強い思いで次の6月定例会も質問いたします。

今後ともよろしくお願いいたします。 成川まきゆき

こんにちは!

成Iiほざゆきです!

皆さんのご意見を

お聞かせください=

開音音まきゆき後援会
〒958-0014富山県黒部市植木107-7

丁EL&FAX(0765)57-1189

Mail/masa.narikawa@gma乱com


